
　               

　１１月には、中学生の試験が 
あり、コロナ禍等色々あった中 
で、１学期と対比すると、９割 
の生徒の成績が向上する結果と 
なりました。 
　しかし、成績の伸びが芳しく 
ないという声も少なからず頂戴しております。教室内でメリハ
リがつけられていないのではないか？好き勝手ばっかりやって 
勉強をまったくしていないのではないか？習慣化させてくれな
いと…。 
　センセイ一人。大手他社さんと比べると「成績を伸ばす」と
いう面では、たしかにデメリットだらけかもしれません。しか
し、普段の友達関係とまた違った人間関係の中で大人に見守ら
れ、のびのびしながら学びを進めるということこそが、この教
室が担える役割になるでしょう。 
　９月まで、こちらも方針を決めて対応してきましたが、私は
私で方針に縛られすぎてしまった部分もありますが、なぜルー
ルができて、なぜ守らなければならないのか、というところま
でも、ひとつひとつ丁寧に進めることを心がけてはきました。 
　しかし、それまで認められていた「普段と違う人間関係・友
達関係の中で、大人に見守られながらのびのびと学ぶ」という
部分が、だんだん崩れてきて、塾生によってはかえってやる気
を削がれる結果になったケースもありました。

　そこへ、「やってもできない」だとか「〇〇ばかりしている
からだ」と声を掛けてしまったら、少しだけでも「やろう！」
と思った子供たちの、そのわずかな気持ちさえも打ち消してし
まいます。脳や心が萎縮してしまうのです。 

　たしかに、費用対効果という意味では、ついつい成績を求め
るのは否定できない部分があります。もちろん私も、本業以外
にも仕事を任せていただいている立場でもありますので、悠長
なことを言っていられない部分があるのも共感はできます。 
　ですが、子供の成長や発達を真剣に考えれば考えるほど、子
供にとって親は一番認めてほしい存在であり、誰よりも信頼で
きる存在であるべきと考えます。そして、自信を創り出せるい
ちばんのきっかけは、保護者さんが前向きな言葉をかけてあげ
ることではないかと考えます。 

　叱るなと言っているのではありません。 
　ただ、少しでも、子供の気持ちに寄り添える大人が増えてほ
しい、その一心から、余計なお世話なのも重々承知していはす
が、このようなメッセージを書かせていただいております。 

　学校の先生方も、コロナ禍以前から業務量の多さと働き方改
革の間で悩んでいた中で、このコロナ禍に突入してしまいまし
た。さらには、学習指導要領の改訂の準備もコロナで苦戦して
います。 
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学力も大切、しかしその使い方の土台となる、心を育むことが一番大切と考えます。今年度は入会金無料！一緒に学ぶ仲間を募集しています！

　悩んだ末に…
　１２月より、「学業」のウェイトを増やし、メリハリがもっ
ときちんとつけられるようにします。主に中学生向けですが、
場合によっては小学生高学年にも適用します。具体的には 
　①小テストの実施。まずは週１回、英単語テストです。 
　②宿題を課します。小テスト不合格者は小テストの問題の 
　　解き直しや、単語の書き取りです。そうでない場合は、 
　　単元テストの近いものなど、プリントを課題とします。 
　※学校のワークは引き続き教室でやってOKです。 
　③スマホ・ゲームの教室内ルールを一緒に決めましょう。 

　先生が「こうしろ！」と言ったから「こうする」のは、この
教室の本意とするところではありません。なぜなら、自分の行
動の判断基準を他人にして、その結果を自分で受け止められな
くなるからです。ですが、それと同時に学習の場、集団生活の
場でもあるので、「高め合い」は欠かせないものになります。 

　そして、ご家庭でもお願いしたいことがあります。それは、 
否定的な言葉ばかりを投げかけないであげてほしいということ
です。ゲームばかり！など、目先の楽な道に逃げてしまうの
は、自分としてどうすべきかを考えたり判断したりできる自信
を持てずにきてしまったからと考えます。

　 
　みんな大変です。もちろん保護者さんも大変です。その中
でも、子供たちは確実に成長しています。もちろん叱咤激
励、もっと頑張れ、はいいのですが、「ここまではこう頑張っ
たんだよね」などの一言が、どれだけ子供達にとって救いに
なることでしょうか。 

　もちろん私もその声かけを毎日していますが、保護者さん
からの前向きな声がけは、格別に嬉しいもので、その喜びま
では、私から提供することはできないのです。子供は素直に
喜ばないかもしれませんが、長い目で見ると、子供が自分で
判断して学びを選択する上で大事な「自信」を育むことにつ
ながります。 

　当教室としても、異例の宿題やテストの習慣化を図り、か
つ、肩の力を抜ける環境づくりに一層邁進いたします。 

　不躾なお願いとは存じますが、どうか、各ご家庭におかれ
ましても、子供さんへの「前向きな一言」や、子供の気持ち
の受け止めなど、できることからで大丈夫ですので、子供さ
んの「確かな自信」づくりにご理解とご協力をお願い申し上
げます。　令和２年１１月３０日　共生舎　髙橋　慎吾　拝

　「確かな自信」づくりへ


